
再生医療

プロジェクト
責 任 者

プロジェクト概要

182

大阪大学大学院歯学研究科

特任教授　村上 伸也、講師　竹立 匡秀

自己脂肪組織由来幹細胞を用いた新しい歯周組織再生療法開発

対象疾患：歯周病 特許情報：特許取得済み（2013.2.8登録）
本プロジェクトでは、採取時に患者への侵襲が少なく安全性も高いADMPCを用い、国内外において前例のない

患者にやさしい歯周組織再生療法の確立を目指している。2012年には歯周組織再生療法は0.8億円の市場規模
であるが、潜在する患者数は多く、2050年には約800億円以上になると試算されている。企業との共同開発あるい
はライセンスアウトを通して、一般に広く普及する治療法へと発展することを期待している。
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本プロジェクトは、腹部皮下脂肪組織の中から分離した間葉系幹細胞（ADMPC）を用いた
新しい歯周組織再生療法の開発を目指している。

歯周病 成人の約80%が罹患
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（平成28年度歯科疾患実態調査）

歯周病は歯と歯茎の境界部に付着した細菌の
塊（歯垢）が原因となり、歯を支える歯周組織
が破壊される病気で、成人の約8割が罹患して
おり、歯を喪失する第一の原因となっている。
残念ながら、原因を除去するだけでは、失われ
た歯周組織は再生しない。

我々は、個々の歯周病患者の
腹部皮下脂肪組織から得られた
ADMPCを歯周組織の欠損部へ
自己移植することにより、その
再生を促す治療法の開発に取り組んでいる。

これまでに、臨床研究（症例数：12）にて本治療法の安全性および有効性を明らかにし、現在、重度歯周病に適応
し得る新規歯周組織再生療法の確立につなげるべく、この治療法の安全性と有効性を厳密に評価している。

ADMPC採取 腹部皮下脂肪

細胞移入

歯周組織再生

・自己の組織/細胞
・量的な制限が少ない
・患者の負担軽減

・世界初の取り組み
・「一生自分の歯で噛みたい」
という国民のニーズに応える

臨床研究 ADMPC移植による歯周組織再生療法の開発
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